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執筆者紹介
渡辺　信一郎(わたなべ　しんいちろう)　京都府立大学文学部教授
京都大学大学院文学研究科博士課程単位取得退学(京都大学文学修士)
【著書･論文】 『中国古代社会論』 (青木書店1986年)､ 『中国古代国家の思想構造』 (校倉書房
1994年)
『天空の玉座一中国古代帝国の朝政と儀礼』 (柏書房1996年)､ 『中国古代の王権
と天下秩序』 (校倉書房　2003年)
中村　太一(なかむら　たいち)北海道教育大学釧路校教育学部准教授
国学院大学大学院文学研究科日本史学専攻博士課程後期修了･博士(歴史学)
【著書･論文】 『日本古代国家と計画道路』 (吉川弘文館1996年)､ 『日本の古代道路を探す-律
令国家のアウトバーン』 (平凡社　2000年)
｢藤原京の『条坊制』｣ (『日本歴史』 612号1999年)､ ｢古代日本における墨書押印
貢進物｣ (『栃木史学』 14号　2000年)､ ｢日本古代の交易者一目的とその類型-｣
(『国立歴史民俗博物館研究報告』第113集　2004年)､ ｢日本古代国家形成期の都郡
間交通一駅伝制の成立を中心に-｣ (『歴史学研究』 820号　2006年)､ ｢日本古代の
都郡間交易一交易圏モデルの再検討から-｣ (『国史学』 191号　2007年)
栄原　永遠男(さかえはら　とわお)　大阪市立大学大学院文学研究科教授
京都大学大学院文学研究科博士課程単位取得退学
【著書･論文】 『天平の時代』 (集英社1991年)､ 『奈良時代流通経済史の研究』 (塙書房1992
年)､ 『日本古代銭貨流通史の研究』 (塙書房1993年)､ 『奈良時代の写経と内裏』
(塙書房　2000年)､ 『奈良時代写経史研究』 (塙書房　2003年)､ 『紀伊古代史研究』
(思文閣出版　2004年)
葉　囲良(yeh Ku0-Liang)　国立台湾大学中国文学系教授
国立台湾大学中国文学系卒業､同大学院修了(文学博士)
【著書･論文】 『宋人疑経改経考』 (毒酒大学文史叢刊1980年)､ 『末代金石学研究』 (博士論文､
1983年　末正式出版)､ 『石筆轟探』 (大安出版社1989年)､ 『石学績探』 (大安出
版社1999年)､ 『古代砥制輿風俗』 (董麿書店1997年)､ 『漢族成年穫及其相関問
題研究』 (合著､大安出版社　2004年) 『経学側論』 (国立清華大学出版社　2005年)､
『経学通論』 (合著､大安出版社　2005年修訂版)､及其他論著数十篇(檀)
丸井　憲(まるい　けん)　専修大学経営学部兼任講師
北京大学中国語言文学系比較文学研究所博士課程修了(文学博士)
【著書･論文】 『朱子絶句仝訳注第四冊』 (共著､汲古書院　2008年)
権　慈永(Kwon Deuk-young)　釜山外国語大学校教授
韓国精神文化研究院(硯韓国学中央研究院)韓国学大学院修了(文学博士)国史編纂委員会編
史研究士歴任
【著書･論文】 『古代韓中外交史一遣唐使研究』 (-潮閣1997年)､ 『訳註　三国史記(1ト(5)』
(共訳､韓国精神文化研究院1996-1998年)､ 『韓国史の国際環境と民族文化』
(共著､景仁文化社1997年)､ 『韓国古代金石文綜合索引』 (学研文化社　2002年)､
『古代からの通信』 (共著､ 2004年)､ 『在唐新羅人社会研究』 (-潮閣　2005年)
小林　孝秀(こぼやし　たかひで)　松戸市立博物館学芸員
専修大学大学院文学研究科博士後期課程単位取得退学
2007年度専修大学社会知性開発研究センター/東アジア世界史研究センター任期制助手
t著書･論文】 ｢上野における横穴式石室葬送儀礼の変化一群集境の事例を中心として-｣ (『古文
化談叢』第52集　九州古文化研究会　2005年)､ ｢関東における横穴式石室の特質と
朝鮮半島への視座- ｢長鼓峯類型石室｣の提起する問題-｣ (『生産の考古学Ⅱ』倉
田芳郎先生追悼論文集編集委員会編　同成社　2008午)､ ｢横穴式石室の系譜と地域
性一研究の現状と課題-｣ (『季刊考古学』第106号　雄山閣　2009年)など
王　建新(wang Jian-又in)　西北大学文博学院教授
西北大学考古学専攻卒業､奈良教育大学大学院教育学研究科修了
【著書･論文】 『東北アジアの青銅器文化』 (同成社1999年)､ 『慈善寺与麟渓橋一古代仏教造像
窟姦調査研究報告』 (共著､科学出版社　2003年)
｢日本古代都城営造の際なぜ大きな古墳を潰したのか｣ (『古代学研究』 1989年)
大平　聡(おおひら　さとし)　宮城学院女子大学学芸学部教授
東京大学大学院人文科学研究科国史学専門課程博士課程単位取得退学
【著書･論文】 ｢奈良時代の詔書と宣命｣ (『奈良平安時代史研究』上巻　吉川弘文館1984年)､
｢日本古代王権継承試論｣ (『歴史評論』 429号1986年)､ ｢天平勝宝六年の遣唐使と
五月一日経｣ (『日本律令制論集』上巻　吉川弘文館1993年)､ ｢日本古代の文書行
政と音声言語｣(『古代東アジアの情報伝達』藤田勝久他編　汲古書院　2008年)
飯尾　秀幸(いいお　ひでゆき)　専修大学文学部教授
東京大学大学院人文科学研究科博士課程単位取得退学
【著書･論文】 『中国古代社会史論』 (共訳､名著刊行会1997年)､ 『中国史のなかの家族』 (山
川出版社　2008年)
｢中国古代の法と社会｣ (『岩波講座　世界歴史』第5巻　岩波書店1998年)､ ｢中
国古代における個と共同性の展開｣ (『歴史学研究』 729号1999年)､ ｢中国国家史
研究は進んだか｣ (『歴史学研究』 782号　2003年)､ ｢中国古代における人の移動と
その規制に関する基礎的研究｣ (『専修大学人文科学年報』 37号　2007年)
貢　麦明(Jia Mai-ming)　西北大学文博学院副研究員(主に文物研究に従事)
1963年生　隣西省韓城出身
伊集院　葉子(いじゅういん　ようこ)　専修大学大学院文学研究科博士後期課程在学
【著書･論文】 ｢唐『井真成墓誌』研究の総括｣ (共訳､ 『東アジア世界史研究センター年報』第1
号､ 2008年)､ ｢第宅とトジー日本古代における行幸叙位時の(室)記載によせて-｣
(『比較家族史研究』第22号､ 2008年)
窪田　藍(くぼた　あい)　専修大学大学院文学研究科博士後期課程在学
専修大学社会知性開発研究センター/東アジア世界史研究センター　リサーチ･アシスタント
【著書･論文】 ｢唐『井真成墓誌』研究の総括｣ (共訳､ 『東アジア世界史研究センター年報』第1
号､ 2008年)､ ｢日本古代の｢危機管理｣と律令国家一八世紀『賑他』 ･ 『賑給』を
中心として-｣ (『専修史学』 44号､ 2008年)
矢野　建一(やの　けんいち)専修大学文学部教授
立教大学大学院文学研究科博士課程修了
【著書･論文】 『遣唐使の見た中国と日本』 (共著､朝日新聞社　2005年)､ 『長安都市文化と朝鮮･
日本』 (共編著､汲古書院　2007年)
｢井真成研究-その後の研究動向によせて-｣ (『専修大学人文科学年報』 37号
2007年)､ ｢中国における入唐留学生研究の動向｣ (『専修大学人文科学年報』 38号
2008年)
